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貫 正義
理事長

当財団は、情報関連分野の研究開発の充実及び情報関連産業の集積を

図ることを目的に、シーサイドももち地区に整備された福岡ソフトリサー

チパークの中核的組織として、1995年に「財団法人九州システム情報技術

研究所」の名称で設立されました。その後、時代の流れやニーズに沿って体

制を変更しながら、現在は公益財団法人九州先端科学技術研究所「ISIT」

として、IT分野及びナノテクノロジー分野を柱に産学官連携による研究

開発や社会実装など様々な事業に取り組んでおります。

今では「産学官連携」は当たり前となっていますが、設立当初は産学官

連携システムが十分には確立されておらず、ISITは大学等の最先端科学

シーズと産業界のニーズをつなぐ産学官連携の橋渡し的な役割を担う先

駆け的存在として、まさに産学官連携を通じた日本の競争力強化に貢献

してきたものと自負しております。

現在は、地域の産業振興と経済社会の発展に資することを目的に、情報

技術分野におきましては、ビッグデータ・オープンデータの利活用促進、企

業間のネットワーク強化など、DXの推進に取組んでおります。ナノテク

ノロジー分野におきましては、九州大学等と連携した研究開発を始め、最

新の電子顕微鏡などの分析機器を活用して事業者様の技術的な課題解決

を支援するよろず相談「分析NEXT」事業に取り組んでおります。また、市

民向けに先端科学技術を身近に感じていただくセミナー等の実施や、事

業者を対象にした勉強会等の実施など、地域産業の振興や人材育成にも

力を入れており、「地域にひらかれた研究所」として活動の幅を拡大して

おります。

設立から30年、世界や日本を取り巻く社会情勢や経済環境が目まぐる

しく変化していく中、ISITに求められる役割、成果も変わってくるものと

思います。そのなかで、「地域社会に根ざした産学官連携による研究開発

を通じて、新産業の創出や人材育成を行う」という設立当初からのビジョ

ンのもと、これからもISITが有する技術や知見、ネットワークを活用し、

地域の皆様との連携を深めながら、福岡、九州、そして日本の産業の振興

と未来の日本を担う人材の育成に貢献してまいりたいと考えております。

本書では、現在ISITが取り組んでおります事業のご紹介を記念誌とし

てまとめております。ぜひISITの事業内容及びポテンシャルを知ってい

ただき、皆様の更なる事業の発展にISITをご活用いただければ幸いです。

互いの特性、強みを活かしながら、新たなイノベーションを創出し、次世

代へとつなぐ橋渡しを担うべく取り組んでまいりたいと存じます。

ごあいさつ

30 th Anniversary Commemorative Book
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ॕ　ࣙ

高島 宗一郎
福岡市長

公益財団法人九州先端科学技術研究所が設立30प年をܴえられました

ことを、৺よりおॕいਃし上͛ます。

研究所は、平成7年に「財団法人九州システム情報技術研究所」としてو

産学官の連携によりシーサイドももち地区に設立され、福岡ソフトリサー

チパークにおける情報関連産業の振興・集積に取り組Ή研究機関として、情

報技術分野における研究を開始されました。

その後、現在の「九州先端科学技術研究所」へとվ称され、ナノテクノロ

ジーや有機光エレクトロニクスといった科学技術分野にも活動ྖ域を͛޿

られました。さらに、シーサイドももち地区にとどまらず、福岡市産学連携

交流センターをڌ఺に九州大学学術研究都市にも活動の৔を͛޿られ、先

端科学技術分野における産学官連携のݒけ橋として、人材の育成や産業の

振興に大きく貢献してこられました。

これもひとえにྺ代役員をはじめとする研究所の皆さま、また産学連携

に取り組まれた企業・大学、ࢍ助会員の皆さまなど、関֤܎Ґのごਚ力のࣀ

෺と、৺より敬ҙと感ँをਃし上͛ます。

最近の先端科学技術、特に"Iなどの情報関連技術の目֮ましい発展によ

り、社会のデジタル化やグローバル化が一૚Ճ速し、産業や社会の在りํ

が大きく変わりつつ͋ります。

福岡市はこれまでも、国Ո戦略特区を活用したスタートアップビザやエ

ンジニアビザの創設、ఱਆビッグバン、国ࡍ金༥機ೳの༠கなど、アジアの

リーダー都市を目ࢦし、શ国に先駆け様々な施策に取り組んでまいりまし

た。これからも新たな産業界のை流や社会変ֵの動きを的確にଊえ、福岡

市の産業を次のステージにඈ༂さͤるため、様々なチャレンジに取り組ん

でまいります。

その福岡市のඈ༂のためにも、و研究所におかれましては、地域企業の

技術力や研究開発力の向上にごਚ力いただき、福岡ひいては九州શ体の発

展と産業振興に大きくد༩されることをظ଴しております。

݁びに、و研究所のますますのご発展ฒびに関܎者のご݈উとご活༂を

。༿といたしますݴ念いたしまして、おॕいのف
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ॕ　ࣙ

石橋 達朗
九州大学総長

公益財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT）が設立30प年をܴえられ
ましたことを、৺よりおॕいਃし上͛ます。

ISITは、情報関連産業の集積、振興を目的にももち地区に整備された福
岡ソフトリサーチパークの中核的研究機関として設立されました。その後、
研究対象をナノテクノロジーや有機光デバイスなどの化学技術分野に拡大
され、本学伊都キャンパスに΄ど近い福岡市産学連携交流センターに分ࣨ
を設けられるなど、伊都地区における九州大学学術研究都市ͮくりにも大
きく貢献いただいております。

30年前、産学官連携というݴ༿がまだ根෇いていなかった時代から、い
ちૣく産学官連携の橋渡し的役割を担い、「地域社会に根ざした産学官連
携による研究開発を通じて、新産業の創出や人材育成を行う」というビジョ
ンのもと、学術の振興はもちろんのこと、産業の振興、人材育成、先端科学
技術の理解促進にと、様々な分野においてごਚ力いただいたことに、վめ
て感ँと敬ҙを表します。

、に͋り܎な協力関ີۓ財団の設立当初から、人材交流や研究交流でو
産学官連携のϞデルケースとして研究開発のみならず、研究シーズを社会
実装につな͛る取組みを共に行ってまいりましたので、設立30प年という
અ目をܴえられたことは、本学にとってもඇ常に感֒深く、大変うれしく
思っております。

九州大学では、「総合知で社会変ֵをݗҾする大学」を実現するために策
ఆした「,ZuTIu UniWeSTitZ 7ISI0N �030」にͮجき、൒導体や生໋科学、
工学分野、人文社会科学分野などで国ࡍ連携プロジェクトが動き出すなど、
様々な研究成果で͋る大学の「知」をண実かつਝ速に社会に実装できるよ
うに取り組んでいます。この研究成果のਝ速な社会実装には、長年にわた
り産学官連携の橋渡しに取り組んでこられた実੷を有するISITのご支援・
ご協力がෆՄܽです。

財団と九州大学がそれͧれの特性、強みを活かし、さらに連携を深めو
てॾ事業に取り組んでいくことで、新たなイノベーションが生まれると確
৴しています。また、人材育成や産業振興など、そのଞの໘でも益々活性化
し、ここ福岡から日本の研究力強化、国ࡍ競争力強化をݗҾできることは
間ҧい͋りまͤん。

30प年を通ա఺に、これからの未来図を共にඳき、最先端研究の推進と
産業の振興、そして日本の未来を担う人材の育成にखを取り合って取り組
んでまいりたいと思っております。

຤文にはなりますが、و財団の益々のご発展と関܎者の皆様の更なるご
活༂をف念いたします。
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*4*5 3�೥ͷあΏΈ
ެӹஂࡒ法人۝भઌ୺Պֶٕज़研究ॴ  ೥ද

੢ྐྵ���೥߸ ݄ *4*5ͷग़དྷࣄ ཧࣄ௕ 所௕

1995೥ʢฏ੒7ʣ 12݄
財団法人九州システム情報技術研究所設立
݉ඌ雅人理事長・長田正研究所長体制
ୈ1研究ࣨ設ஔ  安浦寛人研究ࣨ長ब任

兼
尾

雅
人

長
田

正

1996೥ʢฏ੒8ʣ 2݄ 設立記念ߨԋ会・設立記念交流会開࠵

1996೥ʢฏ੒8ʣ 4݄ ୈ�研究ࣨ設ஔ  荒໦ܒೋ郎研究ࣨ長ब任

1996೥ʢฏ੒8ʣ 6݄ 福岡S31センタービルで開所式開࠵

1997೥ʢฏ੒9ʣ
3݄ 設立1प年記念シンポジウム開࠵

5݄ 田中進理事長ब任

田
中

進

1998೥ʢฏ੒10ʣ 4݄
島和෉研究所長ब任ڇ
ୈ3研究 （ࣨ生活支援情報技術研究ࣨ）設ஔ

牛
島

和
夫

1999೥ʢฏ੒11ʣ 7݄ দ本三ઍ人ୈ3研究ࣨ長ब任

2001೥ʢฏ੒13ʣ 4݄ 村上和জୈ1研究ࣨ長ब任

2001೥ʢฏ੒13ʣ 8݄ 石川敬一理事長ब任

石
川

敬
一

2004೥ʢฏ੒16ʣ 4݄ ᓎ井幸一ୈ�研究ࣨ長ब任

2005೥ʢฏ੒17ʣ 11݄
設立10प年記念シンポジウム開࠵
IT関連産学連携コーディネータ഑ஔ

2006೥ʢฏ੒18ʣ 4݄ ໦ࣨ義彦ୈ3研究ࣨ長ब任

2008೥ʢฏ੒20ʣ

4݄

10݄

Ѷ௩日出ඒ理事長ब任、新海征治研究所長ब任
財団法人九州先端科学技術研究所に名称変更
ୈ1、ୈ�、ୈ3研究ࣨをそれͧれシステムLSI研究ࣨ、
情報セキュリティ研究ࣨ、生活支援情報技術研究ࣨにվ称
福岡市産学連携交流センター開設
ナノテク研究ࣨ設ஔ  新海征治研究ࣨ長ब任（研究所長݉任）
ナノテクノロジー（NT）関連産学連携コーディネータ഑ஔ

芦
塚

日
出
美

新
海

征
治2009೥ʢฏ੒21ʣ 8݄ カーエレクトロニクス・ディレクター഑ஔ

2010೥ʢฏ੒22ʣ
4݄
6݄
10݄

新産業支援ࣨから新産業推進ࣨへ拡充
有田大作生活支援情報技術研究ࣨ長ब任
設立15प年記念ߨԋ会

2012೥ʢฏ੒24ʣ 4݄ 有機光デバイス研究ࣨ設ஔ  安達ઍ೾໼研究ࣨ長ब任

（敬称略）
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੢ྐྵ���೥߸ ݄ *4*5ͷग़དྷࣄ ཧࣄ௕ 所௕

2013೥ʢฏ੒25ʣ

4݄

10݄

12݄

貫正義理事長ब任
公益財団法人九州先端科学技術研究所へҠ行
有機光デバイス研究ࣨ  福岡市産学連携交流センター�߸౩へ
Ҡస
ビッグデータˍオープンデータ・イニシアティブ九州（B0DI,）
開始

貫

正
義

新
海

征
治

2015೥ʢฏ੒27ʣ 11݄ 設立�0प年記念セミナー開࠵

2016೥ʢฏ੒28ʣ 11݄ 福岡市IoTコンソーシアム（FITC0）設立

2017೥ʢฏ੒29ʣ

2݄
4݄

6݄
12݄

分析・解析よろず相談「分析NEXT」本֨始動
オープンイノベーション・ラϘ（0IL）開設
荒牧敬次副所長（専務理事を݉務）ब任
産学官共創推進ࣨ設ஔ
;くおか産学共創コンソーシアム設立

2018೥ʢฏ੒30ʣ

2݄
3݄
4݄

8݄

産業技術総合研究所と連携・協力に関する協ఆを締݁
S31 0Qen InnoWation LaC（S0IL）開設
Ϛテリアルズ・オープン・ラϘ（.0L）開設
山田淳研究所長ब任
エンジニアフレンドリーシティ福岡開始

山
田

淳

2020೥ʢྩ࿨2ʣ 8݄ S31 0Qen InnoWation LaC（S0IL）リニューアル

2021೥ʢྩ࿨3ʣ 4݄ 産学官共創支援部設ஔ

2022೥ʢྩ࿨4ʣ
4݄
6݄

産学官共創推進 （ࣨグリーンイノベーション担当）設ஔ
福岡市IoTコンソーシアム（FITC0）が福岡DXコミュニティ
に名称変更

2023೥ʢྩ࿨5ʣ
4݄
10݄

グリーンイノベーション推進ࣨ及び未来事業推進ࣨ設ஔ
B0DI,10प年記念事業実施

2025೥ʢྩ࿨7ʣ
4݄

11݄

オープンイノベーション・ラϘ（0IL）とϚテリアルズ・オープン・
ラϘ（.0L）の�ラϘ体制に組織変更
ISIT設立30प年記念事業開࠵

（敬称略）
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ެӹஂࡒ法人۝भઌ୺Պֶٕज़研究ॴͷ֓ཁ

ʢ1ʣ名শ

ʢ2ʣઃཱ

ʢ3ʣ໨త

ʢ4ʣग़፷ۚ

ʢ5ʣ所ࡏ஍

公益財団法人九州先端科学技術研究所

InTtitute oG SZTtemT
 InGoSmation TecInoloHieT anE NanotecInoloHieT （ISIT）

平成7�19年度 財団法人九州システム情報技術研究所

平成�0���年度 財団法人九州先端科学技術研究所

平成�5年度 公益財団法人九州先端科学技術研究所

平成 7 年1�月�5日 設立（通঎産業大ਉڐՄ）

平成�5年 � 月 1 日 公益財団法人九州先端科学技術研究所にҠ行

（ೝఆ 内ֳ総理大ਉ）

本財団は、アジアଠ平༸を中৺とした国ࡍ的な産学官の協調のԼで、システム情報技術（コン

ϐュータを活用してط存の社会システムを࠶構ஙし、ԁ׈にӡ用するためにඞཁとなるシステム

化技術及びそのج൫となる情報技術をいう。）、ナノテクノロジーなどの先端科学技術ฒびに関連

する科学技術（ҎԼ「先端科学技術等」という。）の分野に関する研究開発、内֎関܎機関との交流

及び協力、コンサルティング、情報のऩ集及びఏڙ、人材育成等を行うことにより、地域の関連企

業の技術力・研究開発力の向上及び先端科学技術等の発展と新文化の創଄を図り、もって九州地

域における先端科学技術等に܎る産業の振興と経済社会の発展に資することを目的とする。

（ఆ׺ୈ3৚）

˔ オープンイノベーション・ラϘ （0IL）

˔ 事務局 （総務部・事業調整部）

˟�1��0001  福岡市ૣྑ区ඦ道඿�ஸ目1ʵ��  福岡S31センタービル5֊

˔ Ϛテリアルズ・オープン・ラϘ （.0L）

　・ ナノ材ྉグループ�事業推進ࣨ

　・ 有機光デバイスグループ

˟�19�03��  福岡市西区九大新ொ�ʵ1  福岡市産学連携交流センター（FiaS）内

3ԯԁ
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෱Ԭ431ηϯλʔϏϧ ෱Ԭֶ࢈ࢢ࿈ྲྀަܞηϯλʔ

ʢ6ʣۀࣄ಺༰ ᶃ 研究開発事業

　 システム情報技術、ナノテクノロジーなどの先端科学技術ฒびに関連する科学技術の分野に

関する研究開発を実施。

　 1ɽఆ常ܕ研究開発事業

　 �ɽプロジェクトܕ研究開発事業及びडୗ研究開発事業

ᶄ 交流協力・人材育成事業

　 研究開発等の連携協力関܎を構ஙすることを目的に、国内֎の関܎研究機関等との研究交流等

を実施する΄か、産学連携における企業や大学研究者との人的ネットワークとして、学会・協

会等の活動を支援するため、地域における学会・協会等の事務局業務等を実施。

　 また、先端技術等に関する情報や地域企業の技術力向上に資する情報をऩ集し、セミナー等を

実施する΄か、޿報誌（活動レポート　8Iat IS ITʁ）や年次活動報ࠂ、ϝールϚガジン等によ

る情報ఏڙを実施。

ᶅ コンサルティング事業

　 福岡市内を中৺とした九州地域の企業等が๊えているシステム技術・情報技術やナノテクノロ

ジーをはじめとする先端科学技術分野において、ಠ自では解決ࠔ೉な研究開発製඼開発等に関

する技術的ॾ問題の解決支援を実施。

ᶆ 産学官連携による新産業・新事業の創出支援事業

　 中小企業のDX推進支援、オープンデータ化に取り組Ή自治体の連携支援、有機光エレクトロ

ニクス研究開発ڌ఺のܗ成推進、ֵ 新的઀ண技術開発ڌ఺の構ங、技術課題解決対Ԡによる地

域企業、スタートアップの支援など、様々な事業を実施。
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ਪਐϓϥϯ2026ۀࣄ

事ۀਪਐϓϥϯ2�2�ͷ঺հ

ISIT では、社会情勢等のٸ

速な変化から生じるॾ課題に

先導的に取り組Ήඞཁ性を共

有し、ISIT における今後の事

業戦略・ํ 向性を整理した「ア

クションプラン」を͛ܝるとと

もに、中ظ的な事業目ඪとして

の「事業推進プラン�0��」を

�0�1年度に策ఆし、事業を展

開しています。

ISIT は高い技術力と๛富な経ݧにͮجく研究開発成果とଟ様な組織・ݸ人との共創により新たなՁ஋を創଄し、

࣋ଓՄೳな社会の実現を目ࢦします。

1ɽཔΓʹͳΔ*4*5

˔ 産業界、地域社会における問題や課題にدりఴい、技術ࢦ導はもちろん、問題・課題の解決に一ॹに取り組みます。
˔ 最先端の科学・技術の紹介をはじめ、学術の振興とܒ発に取り組み、地域に৴པされཔりになる活動を展開します。

ɽ࢈2 5*4*͙ܨΛ׭ֶ

˔ ISITの研究開発力、人的ネットワーク力、公益性、創଄性を駆࢖して、大学等の最先端科学シーズと産業界ニーズ

をܨぐ実用化技術を創出し、Do TanLとして社会実装へと展開します。
˔ 九州大学等との組織的連携にͮجき、福岡市をはじめとする九州地域との産学官共創を情報技術とナノテクノロ

ジーでݗҾし、情報で͗ܨ人で動かす࢓組み（)uman�net oG tIinHT）を推進します。

3ɽՊֶΛਂΊٕज़Λ高ΊΔ*4*5

˔ 産学官共創の中で科学を深め、技術を高め、SDGTへの対Ԡなど࣋ଓՄೳな社会の構ஙに向けた取組みを推進します。
˔ 社会課題の解決、イノベーション創出に取り組Ή人材を育成します。

Ϗδϣϯ

ΞΫγϣϯϓϥϯ （ߦಈܭը）
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ビッグデータˍオープンデータ・イニ

シアティブ九州（B0DI,）は、�013年に

研究会として始まりました。当時、九州

大学では「都市0S」というコンセプトを͛ܝ、C1S（サイバー・フィジカル・システム）の研

究が進められており、ISITの研究ࣨも共同研究に取り組んでいました。B0DI,は、こうし

た研究テーϚの社会実装を推進する事業として立ち上がったものです。

当初は、機ց学शやデータ活用に関するワークショップを中৺に活動していましたが、

�01�年からはオープンデータに活動の࣠をҠし、取組みを本֨化さͤました。

現在B0DI,は、「୭もが؆୯にオープンデータを利活用できる社会を実現する」ことを

目ࢦし、自治体向けにオープンデータ連携ج൫となるプラットフォームをఏڙしています。

データの流通を促進することで、地域課題の解決や新たなサービス創出を支え、九州から

શ国へと活動を͛޿ています。

ϏοάσʔλˍΦʔϓϯσʔλ・ΠχγΞςΟϒ۝भ（#0%*,）ۀࣄ名

0*-
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B0DI, は、自治体のオープンデータ公開・利活用を総合的に支援する取組みです。

「B0DI, 0DCS」では、શ国337自治体にແঈでオープンデータ公開の৔をఏڙし、

ొ࿥フΝイル਺は1�ສ݅を௒えています。これらを集໿・Մࢹ化する「B0DI, 0D.」

は、શ国117�自治体のϝタデータをऩ࿥し、国内最大ڃのオープンデータϞニタリング

サービスとなっています。

さらに「B0DI, "1I」により、ෳ਺自治体のデータを౷一 "1 I で利用Մೳにし、

開発ޮ཰を向上。「B0DI, IoT」では人流などのリアルタイムデータを公開しています。

「B0DI, 0DG8」は、公開データをଞのデータ連携ج൫と自動同ظし、自治体間のデータ

連携を推進します。

ま た、「B0DI, UtilitZ」や「B0DI, エ デ ィ タ 」は ৬員 の デ ー タ 作成 を 支援 し、

「B0DI,コミュニティ」では自治体・市民・企業の協ಇを促進。「B0DI, "11T」ではڅ৯

アレルήン情報഑৴など۩体的な活用事ྫを創出し、オープンデータの社会実装を

進めています。

　ۀࣄͷޙࠓ����̏
ల։ɺల๬

ੜ੒"*࣌୅ͷσʔλ࿈جܞ൫΁

　近年、生成"Iのٸ速なී及に൐い、社会の͋らΏる৔໘でデータの役割はこれまでҎ上

に重ཁになっています。特に、フェイクニュースのフΝクトチェックや生成"Iにఏڙする

情報ݯとして、৴པ性の高いデータのඞཁ性はٸ速に高まっています。その中で、政෎や

自治体が公開するデータは、社会にとって৴པできる情報ج൫としてظ଴されており、今

後さらにオープンデータのधཁが拡大していくことが見ࠐまれます。

　B0DI,は、こうした時代のཁ੥にԠえるべく、オープンデータを「社会のデジタル公共

財」として整備し、୭もが安৺して活用できる「公共のためのデータج൫」を構ஙしていき

ます。自治体の境界を௒えてデータを流通さͤることで、地域が๊える課題をともに解決

し、新たなՁ஋を創出する॥環ܕの社会を実現することを目ࢦします。

#0%*,ͷ͜Ε͔Β

　今後のB0DI,は、ҎԼのํ向性をࢦ਑として活動を展開していきます。

˔�ੜ੒"*Λલఏͱͨ͠ɺެ ൫Λͭ͘ΔجͷͨΊͷσʔλڞ

　生成"I時代に৴པできるデータソースとして、୭もが安৺して活用し、Ձ஋を生み出ͤ

る「公共のデータج൫」を育てます。

˔�՝୊ղܾ͕॥؀͢ΔɺΦʔϓϯͳίϛϡχςΟΛҭͯΔ

　自治体・市民・企業・研究者が対等にࢀՃし、協ಇを通じて新しい解決策を共に創り出し

ます。

۝भ͔Βੈք΁͕޿Δ௅ઓ

　B0DI,はこれからも、九州からશ国へ、そして世界へと活動を͛޿、৴པできるデータ

の流通を通じて、࣋ ଓՄೳな社会の実現に向けて௅戦をଓけてまいります。
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�01�年に、ISIT・福岡市・特ఆඇӦ利活動法人 QUEST を核とし、"I・IoT および DX に

興ຯを࣋つ企業、組織、ݸ人、大学等、産学官が連携するコミュニティとして福岡市IoTコ

ンソーシアム（FITC0）が始動しました。（会長ɿ村上 和জࢯ（九州大学名誉教授、株式会社

DXパートナーズ シニアパートナーˍ代表取締役）

�0��年には名称を福岡 DXコミュニティ（GEY.communitZ）にվ称し、企業間のϚッチン

グの΄か、֤ छセミナーやワークショップ、交流会をఆظ的に実施しており、課題解決の事

ྫや知見を共有することで地域企業の技術力向上や新نビジネスの創出を支援しています。

DXや生成"I、データ活用、セキュリティ対策等に関する֤छセミナーやワークショッ

プをຖ月実施しています。ळに開࠵している「;くおかDXࡇりin S31」では、有ࣝ者によ

るߨԋをはじめ、出展企業による展ࣔ会やࢀՃ者同士の交流会などを実施し、ຖ年ଟくの

ํにࢀՃいただいています。コロナՒの�0�0年の開࠵時には現地開࠵からオンライン഑

৴ܗ式に੾りସえ、:ouTuCeでの഑৴を行いଟくのࢹௌ者にࢀՃいただきました。

ʮ;͓͔͘%9ࡇΓ�JO�431ʯա5ڈ೥ؒͷ։࣮࠵੷

�0�0年 ୈ5ճ「デジタル変ֵでつくるニューノーϚル」オンラインࢹௌ者10�1名˞

�0�1年 ୈ�ճ「デジタル変ֵで創り出す福岡」オンラインࢹௌ者90�名˞

�0��年 ୈ7ճ「皆で考え、教え合い、発展さͤるDX」来৔者�0�名
�0�3年 ୈ�ճ「データが主導する未来」来৔者359名
�0��年 ୈ9ճ「൒導体産業で޿がるDX・GX」来৔者3�3名 （「ISITࡇりin S31」として開࠵）

˞オンラインࢹௌ者਺はのべ人਺。

名ۀࣄ

0*-
෱Ԭ %9 ίϛϡχςΟ
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　ۀࣄͷޙࠓ����̏
ల։ɺల๬

「;くおかDXࡇり in S31」でಘたイベント開࠵のノウハウを活かし、現在も現地開࠵�

オンライン開࠵�現地・オンラインのハイブリット開࠵などଟ様な開ܗ࠵式のセミナーを

Ճ人਺はのࢀ、ଓして実施しています。�0�0年Ҏ߱では、イベント実施ճ਺は໿�00ճܧ

べ7
000名を௒えるํ々がࢀՃされ、地域企業のみなさんの学びの৔、そして交流の৔と

して活用いただいています。

今後は生成"Iやノーコードπールなど、専໳的知ࣝがなくても活用できるπールの活

用を推進することで、地域企業の業務վળや新نビジネスの創出につな͛られるよう、よ

り۩体的な支援を実施いたします。

地域企業の技術力向上、資金調達、製඼開発、新نビジネスの創出、ひいてはDXが推進

される体制を構ஙし、福岡市におけるDX・"I・IoT産業の開発ڌ఺としてҾきଓき福岡DX

コミュニティを利用していただけるような取組みを行ってまいります。

福岡DXコミュニティではDXやIT化、デジタル化に関する相談૭口として「DXなんで

も相談૭口」を設ஔし、課題を๊える企業と課題解決をサポートする企業のϚッチングを

行っています。これまでに100݅を௒える݅਺のϚッチングを行っており、地域企業の課

題を解決する役目を果たしています。

また、会員企業間では、「ものͮくり」「ҩྍ」「ドローン利活用」など֤分野のワーキング

グループを立ち上͛、8Gϝンバーによる事ྫ共有やҙ見交׵を積ۃ的に行っています。
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0ne ,ZuTIu DXは、経済産業省の「令和�年度 地域新成長産業創出促進事業අิ助金

（地域DX促進活動支援事業）」事業として࠾୒されたશ国�7プロジェクトの1つとしてス

タートしました。

0ne ,ZuTIu DXは、DXに௅戦する地域企業の経Ӧ者やDX推進担当者など、DXに関

৺の͋るݸ人が集まるオープンなコミュニティです。所属や立৔をӽえてつながり、஥間

とノウハウを共有し課題をࠀ෰することで、地域企業શ体でDXを推進する「相互ැ助の

エコシステム」の構ஙを目ࢦしています。

このコミュニティは、୯なる情報交׵の৔では͋りまͤん。実ફ的な知見が॥環し、௅

戦する人を支え合う࢓組みとして進化をଓけています。DXに೰Ή担当者がコミュニティ

やソリューション企業の力をआりて「௅戦する担当者」へと成長し、さらに同じ೰みを๊

えるଞ社の担当者を助けられるようになるʕその॥環こそが、ࢲたちの考える相互ැ助の

エコシステムです。

0ne ,ZuTIu DXでは、会員同士の交流を深め、同じ志を࣋った஥間と学び合うことで、

ひとりでもଟくのํがDX�3eaEZ（DXを自力で推進できるঢ়ଶ）に進めるよう支援をして

います。ఆظ的に交流会を開࠵し、業務の೰みを気ܰに相談し合える関ͮ܎くりを積ۃ的

に行っています。

また、コミュニティの理念に共感し、積ۃ的に関わる会員を「0,DX アンバサダー」に

任໋しています。アンバサダーには、情報発৴やセミナーొஃを通じて自らの取組みを

共有することで、զ々が目ࢦす「相互ැ助のエコシステム」ܗ成に大きく貢献いただいて

います。

名ۀࣄ

0*-
0OF ,ZVTIV %9
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0ne ,ZuTIu DX では、地域企業の経Ӧ者や DX 推進担当者にインタビューを行い、

その௅戦と取組みを紹介しています。対象は情報関連業に限らず、製଄業・小ച業・ӡ༌

業・ෆ動産業など幅޿い分野の֤社のリアルな実ફを共有し、会員のみなさまにとって

身近でࢀ考となる DX の事ྫや、次の一าにつながるώントをおಧけしています。

福岡 DX コミュニティと 0ne ,ZuTIu DX は、組織ܗଶこそҟなるものの、いずれも

「相互ැ助のエコシステム」を育Ήという同じ志を๊いてきました。今後は྆者の知見と

ネットワークを༥合し、地域の࿮を௒えた一૚強ݻなج൫をஙいていきます。

生成"Iやノーコードπールなど、新しい技術が次々と生まれる時代においても、DXの

本࣭は「人と人とがつながり、共に変化を生み出す力」に͋ります。

する社会࠯たちは、DXに೰Ή担当者が一าを౿み出しやすい環境を整え、௅戦が連ࢲ

を実現するために、これからもコミュニティを進化さͤてまいります。
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エンジニアと福岡市が協力し、「エン

ジニアが集まる、活༂する、成長する֗」

をコンセプトに、エンジニアが福岡市で

ಇきたいと思うような֗ͮくりを目ࢦして、�01�年�月に福岡市と共同で「エンジニアフ

レンドリーシティ福岡」（ҎԼ、「EFC」）の取組みをスタートしました。エンジニアコミュ

ニティの見える化や、エンジニアのスキルアップやϞチベーションアップの支援、エンジ

ニアとଟ業छの企業や学ߍ、学生との連携等にܨがる取組みを通じて、エンジニアを取り

巻く環境の充実に取り組んでいます。

˔�ϋοΧιϯ・ίϯςετʮ&OHJOFFS�%SJWFO�%BZʯͷ࣮ࢪ

　新たなサービスや製඼、時代をリードするようなプロトタイプを生み出すエンジニア

の育成・発۷を目的に、「アイデア出しからプロダクト開発まで一連の流れを体ݧする」

ハッカソン・コンテスト「EnHineeS DSiWen DaZ 」（ҎԼ、「EDD」）を�0��年から開࠵し

ています。

　EDDでは、キックオフ、ϝンタリング、ハッカソンなどのイベントを開࠵し、֤ イベン

トでは企業の経ݧ๛富な現役エンジニアがϝンターとしてࢀՃするなど、ࢀՃ者がアイデ

ア出しから開発まで、プロダクトԠืのサポートをडけることができます。

・ プロダクトԠื਺（�0��ʙ�0��年）ɿ�5チーム（�05名）

・ イベントࢀՃԆべ（�0��ʙ�0��年）ɿ�5�名

名ۀࣄ

0*-
ΤϯδχΞϑϨϯυϦʔγςΟ෱Ԭͷਪਐ
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˔�ΤϯδχΞϑϨϯυϦʔγςΟ෱ԬΞϫʔυͷ࣮ࢪ

　EFCの活動の推進と、エンジニアを取り巻く環境の向上を目的として、エンジニアフレ

ンドリーシティ福岡アワードを�019年から開࠵しています。

　EFCアワードでは、福岡のエンジニアコミュニティ文化の発展に貢献する「エンジニア

コミュニティ」やエンジニアを取り巻く環境の充実に取り組Ή「企業」、上記EDDで༏れ

たプロダクトを開発したチームを表জしています。

ʲड৆者ʳ

・ コ ミ ュ ニ テ ィ 部 ໳ ɿ  ��団体（�019ʙ�0��年）

・ 企 業 部 ໳ ɿ  ��社（�019ʙ�0��年）

・ プロダクト開発部໳ ɿ  1�チーム（�0��ʙ�0��年）

EFC事務局として、エンジニアコミュニティの活性化や企業・学生との交流機会の拡充

を図ることで、福岡をエンジニアが集まるڌ఺としてさらに発展さͤていきます。
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国立研究開発法人科学技術振興機構（略称 +ST）の未来社会創଄事業「界໘Ϛルチス

ケール�次元解析によるֵ新的઀ண技術の構ங」 （1.ɿ田中敬ೋ 九州大学主幹教授、ظ間ɿ

�01�ʙ�0�7、ステージήートɿ�0�1
 �0��
 �0�7年度）」にࢀըさͤていただき、「電子顕

微鏡を用いた઀ண界໘の構଄ධՁ」という設ఆ課題で研究開発やࢀըϝンバーの技術支援

等を進めています。アカデミアと企業（現在�7グループ）で構成される、最長10年間の大

。プロジェクトです（ਤ1）ܕ

次世代Ϟビリティの開発には、ϚルチϚテリアル化（ඇ鉄߯材ྉにஔき׵え）によるं

体のܰྔ化が重ཁですが、現ঢ়ではϘルト・リベット等がซ用されܰྔ化ޮ果がෆ十分で

す。また長ण໋バッテリーや高性ೳセンサの౥ࡌによる電動化、知ೳ化もඞਢとなります

が、これらを組み立てるための઀ண技術も未だෆ十分なঢ়گԼに͋ります。

このように、઀ண技術は次世代Ϟビリティ開発の根幹となる技術で͋り、઀ண界໘の正

確な観࡯と઀ண機構の解明がج本的に重ཁです。しかしながら、現ঢ়の઀ண技術はґવと

してख़࿅者の経ݧで開発されているঢ়گがଟく、઀ணϝカニズムの原理解明を分子レベル

まで౿みࠐんでの解明・理解に関する大ن໛な研究開発は行われていまͤんでした。

本プロジェクトは、+ST未来社会創଄事業の大ن໛プロジェクトܕの1つ（શ国で9݅）で

͋り、「現在の技術体ܥを変え、ক来のج൫技術となるよう文部科学省が特ఆした「技術テー

Ϛ」に܎る研究開発課題に対して集中的に౤資」されるものです。本プロジェクトでは、分

子レベルはもちろん、ナノϝートル（十ԯ分の1m）ʙϚイクロϝートル（ඦສ分の1m）Ҏ上

のスケールで઀ண界໘の特性やഁյプロセス等を様々な構଄・෺性・解析専໳の研究者が݁

集して઀ண界໘の໢ཏ的な理解を行うとともに、分子合成研究者による新ن઀ணࡎの開発、

さらに઀ண関連企業が共同研究機関としてࢀըする産学連携ܕの野৺的な取組みです。

名ۀࣄ

.0-
ֵ৽త઀ணٕज़

20

Institute of Systems, Information Technologies and Nanotechnologies (ISIT)
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本プロジェクトにおいて、ୈ1ステージ（�01�ʙ�0�1）では、電子顕微鏡内でࢼྉをҾ

ுりつつࢼྉ内の઀ண界໘のഁյの様子を観ଌする技術の開発に取り組み、ナノスケール

での観࡯に成ޭしました（学理確立ɿਤ2）。また福岡市産学連携交流センター（FiaS）内に、

本プロジェクト推進のため

の 九州大学次世代઀ண技

術研究センター（センター

長　田中主幹教授）の設ஔ

（�019年10月）にも貢献し、

ୈ�ステージへと進Ήこと

ができました。

ୈ � ス テ ー ジ（�0�� ʙ

�0��）では、FiaS において、

上記センター常ற企業をؚ

Ήࢀը企業�社の新ن電池

部材や൒導体関連フィルム

等の開発に対して分析機器

ࣨ装ஔ等を活用して技術支

援を行い、ୈ3ステージへと

進Ήことができました（ਤ3）。

ୈ 3 ス テ ー ジ（�0�5 ʙ

�0�7）では、これまでの研

究開発・技術支援について

一૚強力に実施するとと

もに、ϝンバー間で協力し

͋って本プロジェクトશ体

の 10C（֓念実ূ）に向け

て取り組んでいます。

本プロジェクトでಘられたଌఆ技術は、分析NEXTに重ཁな֤छଌఆ技術の向上にもܨ

がるとともに、઀ண技術のڌ఺化へのج൫構ங、来福者૿など九州大学学術研究都市とし

ての発展にܨがっています。また九州大学の"3I.（Ϛテリアル先端リサーチインフラ）事

業や௒顕微解析研究センターの技術者との連携がۃめて重ཁで͋り、人的交流を開始して

います。ڌ఺化と地域の発展には、福岡市の支援のもと、九州大学との組織的連携を一૚

強化するためのํ策を協ٞしてΏくඞཁが͋ります。

ʲओཁͳ੒Ռʢެ։ʣr
（1） In Titu tSanTmiTTion electSon micSoTcoQZ oCTeSWation oG tIe EeGoSmation anE GSactuSe QSoceTTeT oG an 

eQoYZ�Tilica nanocomQoTite
 1anHQanH 8anH
 3ZuTei .aeEa
 .iLa "oLi
 TatTuZa ,uCozono
 DaiTuLe 
:oTIiIaSa
 "tTuomi SIunEo
 TaLaZa ,oCaZaTIi
 SatoSu :amamoto
 ,eiKi TanaLa
 Sunao :amaEa
 SoGt .atteS
 
7ol. 1�
 QQ. 11�9�115� （�0��）.

（�） QuantitatiWe EWaluation oG CSacL "aSSeTt .ecIaniTmT in EQoYZ� Tilica NanocomQoTiteT
 TaLaZa ,oCaZaTIi
 
,enTuLe 0HaXa
 3ZuTei .aeEa
 1anHQanH 8anH
 TatTuZa ,uCozono
 DaiTuLe :oTIiIaSa
 SatoSu :amamoto
 
Sunao :amaEa
 ,eiKi TanaLa
 .aTaLi 0miZa
 ComQoTiteT Science anE TecInoloHZ
 7ol. ��1
 1 .aScI
 
1110�� （�0�5）.
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日本の有機EL研究の発঵の地で͋る九州大学からଓ々と創出される新しい技術や知見

を、実用化もしくは実用化研究へ発展さͤるためのԠ用研究を推進し、有機ELに関わる

企業の研究開発支援を行っています。また、地域企業への技術の紹介だけではなく技術の

ਁಁを図るとともに、大学発ベンチャーのى業支援にも取り組んでいます。さらに、シリ

コンバレーをࢀ考にした九州大学を中৺とした分子システムデバイスバレー構૝（˞1）のԼ、

有機光エレクトロニクスの研究開発ڌ఺のܗ成に協力しています。

NED0 の「有機 EL 材ྉのධՁج൫技

術開発」をଟくの企業からなる次世代化

学材ྉධՁ技術研究組合（CE3EB"）と

共同でडୗすることにより、有機 EL 材

ྉのインϐーダンス分光解析や೤ܹࢗ電

流ܭଌ法によるキャリアトラップ解析

ख法などのඪ४化に携わりました。この

CE3EB"プロジェクトでは、学術的なཪ

෇けはもちろんඞཁですが、୭もが理解

でき࠶現できるධՁख法の構ஙが重ཁで

͋ることを学Ϳことができました。そのଞには、大学では対Ԡすることがࠔ೉な分子構଄

がඇ開ࣔで͋ったり、コンビナトリアル的な材ྉධՁがඞཁになったりした企業などから、

材ྉධՁに関わるडୗ研究を中৺に取り組みました。ここでも、CE3EB"プロジェクトの

経ݧを活かし、企業から来られた研究者のํが分かりやすく理解できるධՁܥの構ஙに౒

め、ଟくの企業からのडୗ研究の֫ಘにつな͛ることができました。また、企業からの研

究員を積ۃ的にडけ入れ、研究開発に関わる技術Ҡసだけではなく、޿く有機光エレクト

ロニクスを学んで௖くことができました。

これまでの取組みの中でも、九州大学最先端有機光エレクトロニクス研究センター

（01E3"）の安達ઍ೾໼教授が�009年に࠾୒された内ֳ෎最先端研究開発支援プログラ

ムに、ISITがࢀըして共同で開発した೤活性ܕ஗Ԇܬ光（T"DF）材ྉとT"DFを用いた௒

高性ೳ有機ELに関わる成果から、特ڐྉऩ入をಘることができました。

ධՁख法すら確立していない材ྉධՁで͋っても、企業と一ॹになってධՁ法から開

発するといったج本࢟勢を่すことなく、企業の研究開発支援をଓけていきます。さらに、

地域企業への有機൒導体デバイスの理解・ਁ ಁに౒めます。

名ۀࣄ 高ੑೳ・高৴པ༗ػ&-σόΠεͷ࡞੡ٕज़ٴͼ評Ձٕज़ͷߏங
.0-

ʢ༻ޠઆ໌ʣ
˞1ɿ九州大学伊都キャンパスやそのपล地域に世界中から企業や研究所を༠கし、このڌ఺で開発された有機ELなどの

有機光エレクトロニクスデバイスを学生Ϛンションなどで実ূݧࢼまで行える最先端ૅج研究機ೳ、産学官連携実用
化機ೳ、新デバイス実ূݧࢼ機ೳを݉Ͷ備えた研究開発ڌ఺をܗ成する構૝です。最近では、人材のエコシステムをؚ
Ήようになっています。
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ϖロブスカイトଠཅ電池

有機 E L �.97、0.�7m"
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ϖロブスカイトଠཅ電池は、日本発の次世代ଠཅ電池で、ܰ ・ྔബܕ・ॊೈ性に༏れた特

性を࣋ち、ඞずしも強いଠཅ光がなくても発電できるため、ビルのน໘や૭、ۂ໘などଟ様

な৔所への設ஔがՄೳです。ै 来のシリコンܥଠཅ電池にഭる変ޮ׵཰を࣋ち、ృ෍技術

での製଄もՄೳで௿コスト化もظ଴されています。エネルΪー安શอোの観఺からも、国

内で主ཁ原ྉを調達できる఺で有利ですが、現時఺では଱久性や材ྉのԖによるಟ性など

の課題が͋り、実用化に向けた開発が進んでいます。しかしながら、ϖロブスカイトଠཅ

電池は、ϖロブスカイト微݁থを࠶現性ྑく作りこΉ技術が重ཁなポイントとなり、中々

高性ೳで࠶現性のྑいଠཅ電池を作ることはࠔ೉です。

また、未活用エネルΪーとしてࣨԹから150ˆҎԼの中௿Թ域の೤が͋ります。その೤

エネルΪーを電気エネルΪーに変׵することができれば、શく新しい次世代のグリーンテ

クノロジーデバイスを実現することができます。

ϖロブスカイトଠཅ電池に興ຯが͋り、

自社材ྉをԠ用してみたいと考える企業

はଟく、ISITにも材ྉධՁの相談が͋り

ました。そこで、ISIT では一般にߪ入で

きる材ྉを用いて、高性ೳかつ高ޮ཰な

ϖロブスカイトଠཅ電池の開発を、九州

大学カーϘンニュートラル・エネルΪー

国ࡍ研究所（I�CNE3）দ島।教授と開発

しました。このϖロブスカイトଠཅ電池

は、ඇ常に࠶現性が高く、さらに�0ˆま

での೤にも安ఆで、光電変ޮ׵཰も໿�0ˋに達します。この構଄のϖロブスカイトଠཅ電

池を企業の材ྉධՁにద用し、キャリア༌ૹ材ྉの代ସධՁや෧ݧࢼࢭに用いています。

また、九大安達教授と連携してࣨԹఔ度の೤を利用する有機電ՙҠ動ࡨ体を発電૚に用い

た環境೤発電ૉ子の研究開発を行っています。まだまだ出力は௿いですが、この環境೤発

電ૉ子の実ূ実ݧ及び発電機構の考࡯がೝめられ、NatuSe CommunicationT 15
 �115 

（�0��）にࡌܝされました。

環境変化によって、環境負ՙのগないグリーンテクٿな地ܹٸ今の体感できる΄どのࡢ

ノロジーデバイスの開発がٸがれています。しかしながら、実用化開発を担う企業では材

ྉの開発が先行しています。特घなインフラがඞཁとなるデバイス化やそのධՁ体制の

構ஙが஗れているために、開発自体をஅ念してしまうことがແいように、今後とも企業の

開発支援にܧଓして取り組んでいきます。このような活動を通して、福岡市から次世代の

グリーンテクノロジーデバイスを発৴していきます。

名ۀࣄ ࣍ੈ୅άϦʔϯςΫϊϩδʔσόΠεͷ૑੡ͱ高ੑೳԽ
.0-
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当研究所は、九州大学・福岡市・公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構（01"C,）

の࢛者で連携して、企業等の製඼・材ྉ開発等における技術課題の解決を支援するよろず

相談「分析NEXT」の中核機関（相談૭口）として技術支援・助ݴ等を行っています。相談૭

口を福岡市産学連携交流センター（FiaS）に設ஔし、課題解決に向けてどのようにアプロー

チするかを科学的にඥ解き、事業化研究経ݧの๛富なϝンバーによるコンサルティングや、

九州大学とも連携したଟछ・ଟ様な分析機器を活用した課題解決支援を行っています。

本事業は、�00�年のFiaS（現1߸౩）開所と同年に立ち上͛た「九大学研都市分析クラス

ターܗ成研究会」が端ॹとなります。その後、企業・研究機関等における研究開発や実用化

のためにඞཁな「ܭଌ・分析」機ೳをサポートするため、大学等が所有する先端的な研究施

設・機器を活用した本地域における産学官連携の取組みについてݕ౼を重Ͷ、�013年の分

析機器ࣨを༴するFiaS �߸౩の開所を経て、�015年より、よろず相談「分析NEXT」の活

動を開始しました。その後、�017年の内ֳ෎ 地ํ創生推進交෇金「地ํ発イノベーション

創出環境構ங事業」（福岡市）の࠾୒のタイミングで、当研究所に新たに産学官共創推進ࣨ

を設ஔして相談体制を整備し、࢛ 者で本事業に関わる協ఆ書の締݁を行って、同年より本

֨始動しました（図1）。その後も対Ԡ分野・相談体制の拡充のため九州大学等と連携し、近

年は、サーキュラーエコノミー・カーϘンニュートラルに関する相談体制を強化していま

す。環境負ՙをよりแׅ的に೺Ѳするख法で͋るライフサイクルアセスϝント（LC"）も

導入し技術支援や঎඼開発をサポートしています。

lよろずz相談と͋りますとおり、ଟ様な分野の課題解決に向けて「どのようにアプロー

チするか」を経ݧ๛富な専໳Ոにより科学的にඥ解く相談૭口を設ஔしており、産学官公

を問わず相談をडけ෇けております。企業等のみなさまが๊える技術的課題を解決するた

め、分析機器利用に関する相談はもちろんのこと、分析による問題解決への取組みํ法へ

の助ݴ、分析݁果の解ऍやフィードバックなど課題解決に向けたコンサルティングや、分

析機器を安શ・安৺にできるように技術的なࢦ導・助ݴ等も行っています。特に中小企業

名ۀࣄ ΑΖͣ૬ஊ ʮ෼ੳ /&95ʯ
.0-
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等では大ܕの分析・解析装ஔのอ࣋はࠔ೉で、分析・解析の技術や情報も࣋たないことがଟ

いため重宝されております。相談݅਺は年々૿Ճしております。�0��年度は、年間�00݅

をӽえる相談が͋り、中でもվ ・ྑ実用の支援を行ったҊ݅は図�のとおりです。

また人材育成事業の一環として、�017年からは、公益社団法人日本分析化学会九州支部

と連携し、企業・アカデミアのビΪナーを対象にFiaS分析機器ࣨの分析装ஔを対象とした

分析化学ߨश会を実施しております。�0��年度には、૸査ܕおよびಁաܕ電子顕微鏡観

し࠵核࣓気共໐分光法（N.3）および分光分析法（3aman）をテーϚに開、（.SE.�TE）࡯

ました。さらに、ごく自વに、科学技術や専໳分析機器に৮れることの出来るよう、九大新

ொ地域を中৺とする九州大学をはじめとするϝンバーで連携し、Նٳみやय़ٳみなどのタ

イミングで、小中学生・਌子向け体ݧ実ݧや分析機器体ݧ会を実施しています。これらの

機会を通じて皆様に機器について知ってもらい、活用に͛ܨていきたいと考えております

（図3）。

�015年にスタートした企業等の研究開発を支援するよろず相談「分析NEXT」は、�0�5

年で11年目をܴえ、現在、本事業は、Ϛテリアルズ・オープン・ラϘ 事業推進ࣨが担当して

います。また、�0�3年度には、FiaS分析機器ࣨの機器・装ஔྨの拡充が行われ、ウルトラ

ミクロトームなどの高度な技術をཁする前ॲ理装ஔや、ナノスケール੺֎分光システム

（"F.�I3）など最新Ӷの機器の整備・ӡ用がはじまっております。年々、相談内容の専໳

性は૿して高度化する一ํで、共用機器の一૚の利活用促進はࡢ今の重ཁな課題です。分

析・解析は、製඼・研究開発にܽかすことの出来ないプロセスです。当研究所としてもこれ

らの分析機器の利活用をしっかり行って、九大新ொを中৺とした本地域がナノ分析・解析

。りますࢀ఺としてೝ知され、みなさまにཔられるよう、本事業を推進してڌ
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ISITの活動を通して先端科学技術を身近に感じてもらい、理解を深めていただくこと

を目的に、様々なイベントを実施しています。

ʢ1ʣ͚޲ऀۀࣄ�ͷۀࣄൃܒ

　DX（デジタルトランスフォーϝーション）や生成

"Iに関する最新情報を学Ϳ৔（DX 交流会、ISIT

勉強会）のఏڙや、九州大学等と共࠵で行うGX

（グリーントランスフォーϝーション）に関するセ

ミナーなどを実施しています。

　また、事業者が自社製඼を13する展ࣔ会を実

施するなど、ISITのイベントを通して、「学Ϳ・޿が

る・つながる」機会のఏڙに౒めています。

名ۀࣄ ܒͷ͚޲ۀا・ຽࢢ ・ൃ13 ಈ׆
௨ڞ
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次世代を担う子どもを対象にした事業から、事業者が今後の事業展開を考えるࡍのきっ

かけやࢀ考になる情報をఏڙする勉強会やセミナーなど、対象者がඞཁと思う࿩題や最新

情報をタイムリーにおಧけできるよう企ըを充実さͤるとともに、よりଟくのํ々にごࢀ

Ճいただけるよう、13ख法もݕ౼してまいります。

ʢ2ʣࢠ�Ͳ΋͚޲ͷۀࣄൃܒ

ʢ3ʣ�*4*5ͷ13ۀࣄ

　小学生を対象に九州大学と共࠵で実施する

「九州大学で学Ϳ子どもサイエンス教ࣨ」は、

ຖ年ఆ員の10ഒを௒えるਃࠐみが͋る人気の

イベントで、実施後のアンケートでも、実ࡍに

実ݧすることがָしかった、たくさんのこと

を学べたというコϝントがͤدられています。

　ISITが取り組Ή事業内容をまとめた活動レポー

ト（名称ɿ8Iat IS ITʁ）を年に�ճ発行する΄か、

8eC サイトにて事業内容紹介やイベントࠂ知を

ਵ時行っています。

　また、月に�ճ、ϝールϚガジンによる情報発৴

を行うなど、ISITのೝ知度向上に౒めています。

　ଞにも、小学生等を対象に最先端の電子顕微鏡

を体ݧするイベントや、事業者を対象に分析機器

の体ݧ会を実施しています。

1・ਫૉのことが学べた
�・ਫૉの実ݧが体ݧできた
3・ਫૉショールームが見られた
�・ਫૉカーに৮れた
5・ਫૉごみऩ集ंを体ݧできた
�・お෕さん、お฼さんと一ॹに

学べた
7・九大の先生からお࿩がฉけた
�・九大のキャンパスをาけた
9・ָ しいٳ日がաごͤた

બ୒ࢶ
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研究所長　山田 淳
副 所 長　荒牧 敬次

公益財団法人 九州先端科学技術研究所

ࠓ ޙ ͷ ల ๬

公益財団法人九州先端科学技術研究所（ISIT）は、地域の産業振興と経済社会の発展に資す

ることを目的に、産学官連携の橋渡し的役割を担うべく、大学等の最先端科学シーズと産業界

ニーズをつな͗、新たな事業の創出やニーズ・課題の解決に向けた技術支援や人材育成に取り

組んでおります。

当研究所が取り組Ή事業内容は、情報技術（IT）分野とナノテクノロジー（NT）分野、ならび

に産学官共創の活動をج൫としております。先ずIT 分野では、୭でも؆୯にデータの利活用が

できる社会の実現を目ࢦす「ビッグデータˍオープンデータ・イニシアティブ九州（B0DI,）」

事業、"I、IoT そして DX に取り組Ή「福岡 DX コミュニティ（FDX）」をはじめ、セミナーや

ԋ、研मなどの人材育成事業、企業間のネットワーク強化など、様々な事業を展開しておりߨ

ます。

また、NT 分野では、九州大学等との連携による研究開発、事業者様の঎඼開発や事業展開

に資するコンサルタント業務ならびに電子顕微鏡など高度な分析機器を活用した分析・解析

による課題解決を支援するよろず相談「分析 NEXT」事業などを展開しております。

産学官連携というݴ༿がまだී及していなかった1995年に産学官連携の橋渡し的役割を

担う組織として設立した当研究所も、今年で設立30प年というઅ目をܴえ、九州大学と福岡

市をはじめ、アカデミアと自治体・産業界のՍけ橋的役割を担える福岡市の科学技術組織とし

て޿く知られるようになってきました。

これまでଟくの皆様のご支援、ご協力を௖きながら、「より地域にひらかれた研究所」として、

地域産業の振興に取り組んでまいりました。「先端科学技術」を活用して当研究所が取り組Ή

事業は、皆様の事業に関܎する、またはお役に立てていただける事業や取組みがଟく͋ると存

じます。

皆様のさらなる事業の発展に向けて当研究所をご活用௖ければ大変うれしく思います。

皆様にとって「པりになるISIT」を合ݴ༿に、出口を見ਾえた研究開発、産学官連携、社会実

装・社会実ূ、技術支援や社会ܒ発といった一連の活動を展開することにより、存在感の͋る

研究所としてさらに進化をଓけてまいりたいと思います。今後とも皆様のご支援、ご協力をࣀ

りますようおئいਃし上͛ます。
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資料編

（1） 法人会員　　　52社

（2） 個人会員　　　13名

賛助会員

（五十音順）

（令和7年10月1日現在）

1 株式会社インターネットイニシアティブ九州支社 27 株式会社ティーアンドエス

2 株式会社インフォセンス 28 株式会社東芝九州支社

3 株式会社INFLUX 29 徳重化学株式会社

4 株式会社栄宝 30 有限会社中島鍍金工業

5 NECソリューションイノベータ株式会社九州支社 31 株式会社西日本高速印刷

6 株式会社オーイーシー 32 株式会社西日本シティ銀行

7 一般財団法人沖縄ITイノベーション戦略センター 33 西日本鉄道株式会社

8 株式会社オリズン　福岡支店 34 日産化学株式会社

9 有限会社キャップ 35 日本システムスタディ株式会社

10 株式会社Q.E.D.パートナーズ 36 日本タングステン株式会社

11 公益財団法人九州経済調査協会 37 日本電気株式会社九州支社

12 株式会社QTnet 38 日本曹達株式会社

13 九州電力株式会社 39 株式会社BCC

14 公益財団法人京都高度技術研究所 40 株式会社日立製作所九州支社

15 株式会社クラフティア 41 公益財団法人福岡アジア都市研究所

16 株式会社クレスコ　福岡開発センター 42 公益財団法人福岡観光コンベンションビューロー

17 株式会社虎変堂 43 株式会社福岡銀行

18 西部ガスホールディングス株式会社 44 株式会社福岡ソフトリサーチパーク

19 株式会社cielo azul 45 公益社団法人福岡貿易会

20 株式会社シティアスコム 46 株式会社ブライト

21 株式会社昭和電気研究所 47 ブリッジインターナショナル株式会社

22 株式会社新興精機 48 ベストセレクション株式会社

23 新日本金属株式会社 49 株式会社三森屋

24 株式会社GCEインスティチュート 50 株式会社安川電機

25 株式会社正興電機製作所 51 理研農産化工株式会社

26 TIS株式会社九州支社 52 株式会社ロジカルプロダクト
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役員 （理事・監事） （五十音順、敬称略）

役職名 氏　名 団体名等
理事長 貫 　 　 正 義 福岡経済同友会  恒久幹事  （九州電力㈱  特別顧問）
副理事長 山 田 　 　 淳 （公財）九州先端科学技術研究所  研究所長
専務理事 荒 牧 　 敬 次 （公財）九州先端科学技術研究所  副所長
理　事 井 上 　 弘 士 国立大学法人  九州大学大学院システム情報科学研究院  教授
理　事 植 村 　 　 聖 国立研究開発法人  産業技術総合研究所九州センター  所長
理　事 小 口 　 幸 士 福岡エレコン交流会  会長  （創ネット（株）  代表取締役社長）
理　事 川 畑 　 　 明 （公財）九州先端科学技術研究所  産学官共創アドバイザー
理　事 後 藤 　 雅 宏 国立大学法人  九州大学大学院工学研究院  教授
理　事　 篠 原 　 正 浩 （株）シティアスコム  常務取締役
理　事 中 島 　 徹 也 （公財）福岡県産業・科学技術振興財団  専務理事
理　事 深 澤 　 宏 子 福岡市経済観光文化局  新産業振興部長
監　事 大 島 　 輝 久 （株）福岡銀行  地域共創部長
監　事 後 藤 　 純 弥 （株）西日本シティ銀行  地域振興本部  調査役

評議員 （五十音順、敬称略）

氏　名 団体名等
伊 集 院 　 一 人 ハイテクノロジー・ソフトウェア開発協同組合  九州支部長
田 中 　 　 　 徹 （一社）九州経済連合会  常務理事

谷 本 　 　 　 潤 国立大学法人  九州大学  理事・副学長
（研究・産学官連携・知的財産、キャンパス整備・管理担当）

富 田 　 　 雅 志 福岡市  経済観光文化局理事

平 石 　 　 大 助 （一社）福岡県情報サービス産業協会  会長
（Gcomホールディングス（株）  代表取締役社長）

渡 邊 　 　 恭 順 （株）福岡ソフトリサーチパーク  代表取締役専務

研究顧問 （五十音順、敬称略）

氏　名 所属・役職等

池 上 　 　 徹 彦 文部科学省  科学技術・学術政策研究所  客員研究官
科学技術振興機構 研究開発戦略センター  特任フェロー

岩 野 　 　 和 生 元  株式会社三菱ケミカルホールディングス  顧問
中 村 　 振 一 郎 熊本大学  大学院先導機構  特任教授
安 浦 　 　 寛 人 九州大学名誉教授、  国立情報学研究所副所長

最高顧問 （敬称略）

氏　名 所属・役職等

新 海 　 　 征 治 九州大学高等研究院特別主幹教授
元  （公財）九州先端科学技術研究所  研究所長
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〒814-0001
福岡市早良区百道浜2丁目1－22
福岡SRPセンタービル5階

オープンイノベーション・ラボ （OIL）
事務局 （総務部・事業調整部）

〒819-0388
福岡市西区九大新町4－1
福岡市産学連携交流センター（FiaS）内

マテリアルズ・オープン・ラボ （MOL）
■ ナノ材料グループ/事業推進室  ■ 有機光デバイスグループ

公益財団法人九州先端科学技術研究所
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